
科⽬ テキスト 時間 
コミュニケーション⽀援（地域⽣活・職
場での⽀援）

PowerPoint スライド/mp4 動画 40 分 

研修のねらい 
失語症向け意思疎通⽀援事業について理解する。失語症以外の⾼次脳機能障害によるコミュニケーション
障害の特徴と対応⽅法について理解する。 

研修内容 
失語症の場合の失語症者向け意思疎通⽀援事業 
失語症以外の⾼次脳機能障害によるコミュニケーション障害の特徴と対応 
⾼次脳機能障害によるコミュニケーション障害の症例提⽰ 

番号 スライド 注意事項 

2 全体の時間配分によっては、このスライドは提⽰

するだけでもよいと思います。 

3 講義をする⽅は以下の説明を読み上げながら該当

する部分をポインターで⽰してください。太字で

⽰した部分になります。 

受講⽣は説明を聞きながら図のどこを⾒ていれば

よいのかがわかりますので、理解しやすいと思い

ます。 

7 必要に応じて、グラフをポイントしていただくと

わかりやすいと思います。 

【講義 03C】コミュニケーション⽀援 
地域⽀援の実際 

地域⽣活・職場での⽀援 



8 グラフが細かいので、⽔⾊の四⾓の項⽬について

は太字の部分を読み上げながら、ポインターで⽰

していただくとよいと思います。 

9 講義される⽅ 時間数の制約がある場合は、全部

を読み上げる必要はなく、必修科⽬と選択科⽬の

養成⽬標と到達⽬標はスライドに⽰す通りです。 

として先に進んでもかまいません。 

講師をされる⽅は時間の加減で、選択科⽬はスラ

イドの通り、必修科⽬に⽐べ、範囲が広い応⽤と

いう内容であることだけ述べるにとどめても良い

と思います。

13 講義される⽅は太字部分を読み上げながら、図の

中の該当部分をポインターで⽰してください。 

14 講義される⽅は特に太字の部分を読み上げなが

ら、図中の該当部分をポインターで⽰します。 

18 講義される⽅は、話しながら該当するスライドの

部分をポインターで⽰してください。 



19 講義される⽅は、話しながら該当するスライドの

部分をポインターで⽰してください。 


